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　　　が出た。プi；」　一＿ディーの近況まで述べてある。
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APPENDIXES
　　ここには，プリーディー自身が起草したもので，しかも歴史的に意義のあると思われるものを邦訳し
　てみた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　Appendix　I人民党宣言
　TEXT；Siri　preemcit，　Prawatsaat　Thai　Nai　Raboop　Prachaathippatai，　pp．25～32，
　　　　人民党宣言
　　全人民へ
　現国王が兄王から継いで即位した時，その当初においては，この新国王が入民を幸福になるように統治す
るであろう，と期待した人民もいた。しかし期待通りにはいかなかったのである。国王はlfi態依然として法
を超越する権力を有し，血縁者や無知無能力の追従者を重要な地位につけ，人民の声に耳をかそうとはしな
かった。（国王は）官吏が不正に職権を使用するのを放任した。（彼らは）公務上の建築・用度品購入に当り
賂ろを受取り，貨幣価値の変動で利益をあさり国庫金に被害を与えたのである。（国王は）王族を優遇し，
人民よりも多大の特権を与え，人民を圧追虐待し，科学的原理を欠いた統治を行なったのである。そして，
経済不況や生活困窮にみられるように，国家を成り行きに任せてしまったのである。このようなことは人民
は一般に既に知っている。（もはや）法を超越する君主敢府（Ratthabaan　Khoong　Kasat　Nya　Ko£maai）
は改革能力を持たないのである。
　改革不可能ということは，この君主致府が他（国）の政府が行なったが如き人民のための国家統治を行な
わなかったことによる。君主政府は人民を奴隷（Thaat）一平民（Phral）とか下僕（Khaa）とも呼ぶ一も
しくは獣とみなし，人間とはみなさない。従って，人民を救うどころか反対におしなべて人民から搾取した
（Tham　Naa　Bonlang　Raatsadoon）のである。人民からしぼり取った税金は，国王が巻き上げ1年聞に数
百万（バート）という額の金を私事に費していることは明由である。一方人民の方はと言えば，わずかなか
せぎどころか御上への献上金や税金の支払いに豆段眼なのである。もし（支払う）金がないとなると，政府は
財魔を没収したり労役に狩りだす。王族は反対に安楽に暮している。人民がその王座を打倒してしまった
（ロシァの）CzarやドイツのKaiserを除いては，これほど多額の金を王族に与えている国はこの世界に
はないのである。
　君主政府は欺まん的統治を行ない，人民に対して忠実でなかった。例えば，あれこれと生活を向上させる
と言っておきながら，しばらくすると立消えになり実行されることはなかった。加えるに，王族の生計のた
め税金を払っている功徳の持ち主すなわち人民をさげすんで，「人民は愚かであるから，まだ政治的発言権
は持つことができない］などと軽べつの言葉を吐いている。政府のこのような言葉は無意味である。なぜな
ら同一民族であるからである。人民が王族ほど知識がないのは，愚かであるからではなく，王族が閉ざして
充分に勉学させないことからくる教育不足のためである。（王族が人民に教育の機会を与えないのは）人民
が教育を受け，王族の行なってきた悪慕を知り搾取を受け入れないようになることを心配しているからなの
である。
　全人民は，この我々の国は人民のものであり，国王が欺いてきたように彼のものではない，ということを
銘記すべきである。（我々）人民の祖先は，国が敵の手から離れ独立を保つのを救った人たちであった。M
族たちはと雷えば，他人の利益を横取りし何億もの財産をかき集めておこうとしかしなかった。これらの金
はどこから手に入れたのか？　搾取という方法によって人民から取り上げたものである。国家は現在貧窮に
面している。兵士の父母である農晟は充分な収穫を得れないため農地を見捨てざるを得ない。政府は（これ
に対して）補助をしない。政府は人民を迫害している。学生は卒業しても，兵士は予備役を解かれても，仕
事に就けず運命のなすがままに貧苦に甘んじている。これらは，法を超越する慰主政府のなせる帰結であ
る。下級宮吏，下士官，一般職員を抑圧し，退職後も養老金を与えない。本来ならば，かき集めた金を使っ
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て国家を援助し失業をなくすべきであり，そうすることは取りも直さず税金を納め王族を長らく裕福にして
きた人民の恩に報いることなのである。しかし，王族たちは何らの行動をも取らないで，これからも相変ら
ず（人民の）血を吸い続けるにちがいない。金が余れぱ外国へ預金し，国家がほろびた時には人民の貧困は
すておいて逃げる準備をしている。これらの行為は当然邪悪なものであるといわねばならないのである。
　このような理由によって，政府の邪悪な行為を覚知した人民，武宮及び文富からなる官吏たちは，力を結
集して人罠党（Khana　Raasadoon）を結成し君主政府から権力をうばい掌握した。人民党は次のように考
える。この邪悪は議会制政治一ただひとつの意見よりも多くの意見を出し合って討論した方がよい一によっ
て改善し得る。また国家元首については，人民党は王位を略奪しようとは欲っしていない。従って現国王に
今後ともその地位にあって欲しいのであるが，（そのあり方は）国家統治憲法下にあらねばならない。一人
で万事を執り行なうことはできない。人民代表議院（Saphaa　Phuu　Thaen　Raatsadoon）の承認を必要と
するのである。人民党は既に国王に対して我々の希望を通知ずみである。現在その回答を待っている。もし
国王が利己心から権力を縮少されると考え，挺否したり期限内に回答しないならば，民族・国家（Chaat）
に対する裏切りと看なされるであろう。また，国家は民主政治を採用する必要がある。すなわち，国家元首
は人民代表議院が選出するところの平昆（Bukkhon　Saaman）がなり一定期間在位するわけである。この
方法に従うならば，人異は最良の援助を受け，失業がなくなることを大いに期待してよい。なぜなら，我々
の国は元来豊潤な国であるからである。我々が，王旅たちが人民から搾取し集めた何億もの金を，占有し国
を援助すれば，国は必ずや繁栄安定するであろう。人民党が実行しようとしている政治は，科学的漂理に基
いた計画立案が必要であり，法を超越する君主政府が行なったような盲人同様のやり方は行なわない。人民
党が定める綱領は次のようなものである。
　1．国家の一切の独立，たとえば政治の独立，司法の独立，経済の独立など，を確保維持すべきである。
　2．相互間の危害を減少するべく，国家の安寧を確保すべきである。
　3．新政府は全人民に職を与え，人民の完全な福祉を増進するべきである。また人民が飢餓に至るのを放
　　置することなく，国家経済計画（Khroongkaan　Seetthakit　Haeng　Chaat）を立案する。
　4，人民に平等権を付与すべきである。一従来のように，王族に対して人民以上の権利を付与するもので
　　はない一
　5，以上4項目に抵触しないかぎり，人民に自由（Seeriiphaap，　Khwaam　Pen　Isara）を付与すべきで
　　ある。
　6．人民に対して充分な教育を付与すべきである。
　全人民よ！　人民党がこの永遠なる事業を成就するために一致協力せよ。人民党は，法を超越する慰主政
府からの権力掌握に加わらなかった者は，平静を保ち日常生活に専心すべきで，人民党に背くいかなる行動
にも出ないよう，要請する。人民が人民党を援助することは，取りも直さず，国家を援助することであり，
また人民自身，自分の子供，孫，ひ孫を援助することに他ならない。国家は完全な独立を保持し，人民は安
寧を享受し，全ての人が職に就き餓死することなく，全ての人が平等なる権利を有し，王族の平民，下僕，
奴隷から解放され自由になるであろう。王族たちが人民を搾取する時代は終ったのである。全ての人々は，
「理想郷（Sii　Aan）」という言葉で呼ぷすばらしき幸福と繁栄が全人民に訪れることを，期待すべきであ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　Appendix　if国家経済計画案
　完全な形のTEXTが得がたかったことから，次のものを参考に相互補てん的に使用した。従って不備な
点が多々あるかもしれないことをおことわりしておく。
　　Dyan　Bunnaak，　Than　Prildii　Ratthaburut　Aawusoo，　pp．6G～133．
　　Isaradeet　Deetchaawut，］Byan　Lang　Chiiwit　Naal　Prlidii　Phanomjong　Ratthaburut　Aawusoo，
　pp．王1～63．
　　Prachaathipok，　Klao　Song　Too　Khaokhloongkaan　Seetthakit　khoong　prlidii　Phanomjong，　pp．
　4～145．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　本声明を読むに際しての留意点
　　経済（組織）の協同組合化：
　人民の福祉増進を考えるに当り，私は一般人民の性向に至るまで現実の状況を考察することにより，入民
の福祇を増進させるには唯一の方法しかない，という結論に達した。すなわち，経済（組織）を多様な協岡
組合に細分することにより，敵府自身が（国家）経済の統制者にならねばならない，ということである。
　私がこのように考えるのは，私が何らかのイデオロギー（Lathi）に束縛されているからではない。私は，
サヤーム国（Pratheet　Sajaam）に合致していると考えられる様々なイデオロギーの長所を踏えて，調整し
（この）計画案を作成した。
　　偏見のみなもと：
　しかしながら，肝に銘じておくべきことは，人民の経済的福祉の増進を画るには当然多様なイデオロギー
が数多く考えられ，それらの様々なイデオロギーを信奉する者は互いに合意することがない，ということで
ある。その理由を，パリ大学のDeschamps教授は，三点挙げている。
　　無意識的無知：
　1）なぜならば，全ての者が未だ様々なイデオロギーを知らないからである。この知らないのは，無意識
的である。例えば，様々なイデオロギーの実際の文献を研究もしくは読まない人々である。それらの人々
が，果してどのようにして合意することができようか。
　　意識的無知：
　2）なぜならば，意識的に知ろうとしないからである。例えば，あるイデオロギーが，互いに殺し合うよ
う，金持ちの財産を略奪して一般の貧乏人の闘で分けるよう，女性を共有物にするよう扇動している，とい
う世間の批難を耳にした者が，この街の風説を信じ込んでしまう。そしてこの邪悪な言葉をかたくなに信用
して，その後は，本当にそのイデオロギーが互いに殺し合うようまたは女性を共有物にするよう扇動してい
るのかを調査したり探究しようとはしない。
　　私利私益：
　3）なぜならば，私利私益のためである。すなわち，様々なイデオロギーの長所を知っているくせに，知
らない振りをして，それを行動に移すことを承知しない者である。（そういう者は）自分自身が，そのイデ
オロギーの採用を妨げるところの私利私益を有している理由による。例えば，社会主義（Lathl　Soosialit）
が，人民の利益のために，政府が全ての工業の統制者になることを目的とする以上，（現に）工業を営んで
いる者は，当然のことながらその工業に存在する個人的利益が侵されるのを恐れて，社会主義を好しとしな
い。また，私的理由から政府を忌避している者は，あるイデオロギーを知り，よしんば，そのイデオロギー
を好しと考えても，政府がそのイデオロギーを採用するとなると，自分自身は故意に政府と敵対し，他のあ
るイデオロギーを儒奉するかのように装うのである。この種の人々は，社会の悪魔に属する人々である。な
ぜならば，私利私益のみを追求し権力を求め，一般人民の利益には目もくれないからである。
　　固執：
　サヤーム国については，私がかねがね注目してきた今ひとつの理由がある。それは，（自己の意見の）固執
（こしゅう，Thitthi　Maana）である。私は，あるイデオロギーを批難している何人かのサヤームの知識人
の論説を読んだことがある。私は彼にたずねた，あなたはそのイデオロギーに反対している著作を読んだの
かあるいは流言を聞いたのか，と。そして，彼が流言を聞いて（それにヒントを得て）著したのである，と
知った。そこで，私は中立的な立場の人の著作を読むよう勧めた。彼は読み終えて，自分が述べてきたこと
が誤りであったことに気がついた。が，彼自身の個人的な名声を保つために，彼は固執して，私には自分の
誤を認めているにもかかわらず，従来通りの論説をわざとしている。彼はかたくなさからそうせざるを得な
いのである。このような知識人も，私利私益を第一一と考える人々と同じように社会の悪魔の類である。
　　中正な心：
　　従って，私の声明を読む方は，以上述べたような悪因を圓避して，中正な心であって欲しい。そして，
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この私が考えている計画案が人民党（Khana　Raatsadoon）が宣言しているように，人民を救済でき得るか
どうか，を検討して欲しい。もし，何らかの疑問があれば，私に尋ねて欲しい。また，もしある理由からだ
れかが反ばくするのをきいたならば，その反対者にその（反対）理由が彼自身のものなのか，それとも何ら
かの流書から聴いたものなのかを問いただして欲しい。加えて，反対者が読んだり見つけたりした証拠とな
る著作をも尋ねて，私まで知らせて欲しい。
　この声明を読んで，学のある者だから判定を下せる，ということはない。いわゆる学のない者でも，本当
に探求しうわさのみを信じなければ，真実を求めて探求しない者よりもよりすばらしい判定を下すことがで
きる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章人民党宣言
　　第3項目：
　仏麿2475年6月24日に，人民党は，6項目にわたる綱頷を国民に発表した。（その中での）国家経済に関
する原則は，次のような内容を持っていた。
　r新政府は全人民に職を与え，経済面での人民の完全な福祉を増進するべきである。また，人民が飢餓に
至るのを放置せずに，国家経済計画（Khroo訟gkaan　Seetthakit　Haeng　Chaat）を立案する」
　　政府能力の限界を超えず：
　この項目は，全ての国民の心に焼きついているものであり，また政治の変遷史に刻み込まれるものであろ
う。従って，私は未だにこの項屠を支持主張するものである。政府が，適切な国家経済計画を立てれぱ，全
ての人民に職業をあっ旋することは，不可能ではない，と考える。この人民の福祉の増進は，政治変革に際
しての私の大きな目標である。私は，唯1人の国王を数入の国王に変える一それは表面的な民主制敢治に
過ぎない一ことを意図しているのではない。私が目指している価値ある中心（Saara　Samkhan）は，「人
民の完全なる福祉の増進」である。そして，憲法（Rattathammanuun）は，人民が自らの要求に従って政
治に発言できるよう門戸を解放するカギに例え得る，と信ずる。門戸が開け放たれたならば，政府は人民を
率いて，その門戸を通って福祉の獲得勝利（Chaiyaphuurn　Haeng　Khwaam　Suk　Sombuun）へ向って進
まねばならない。人民を後退させ運河に落ち込むよう導いてはならない。従って，人民党の政策を実行する
ことは，人民党の6項目綱領を受け入れた政府の義務である。
　　　　　　　　　　　　　　　　第2章　現在の経済的不安定
　　人民の貧困：
　人類同胞に対する慈悲心というヒューマン精神の持主なら，地方の農罠の状態を見るにつけ，また首都の
貧渓を見るにつけ，すぐに哀れみの情がわいてくるだろう。おそらく，これらの人々の生活必需品，すなわ
ち食料，衣服，住居などがいかに貧寒なものかがわかるであろう。たとえ，今日は口に入れる食料があろう
とも，明日の日そしてその次々の日は（食料が）あるのか無くなるのか，知る由もない。行く末は定かにあ
らず。我々（入聞）の生命は必然的に老いるし，病気にもなる，と納得し，自分の心身にあきらめをつけた
時，人聞がこのような状態になった時，果して供する食料が得られるであろうか。（身体が）強健な現在で
さえも，欠乏しているというのに。
　　富者，中流階属，貧者とも貧窮化の可能性あり二
　この生活維持における不安定は，貧しい入間の間にのみ見られるのではなく，中流階層であれ，富者であ
れ，当然多種多様な形で不安定に直面せざるを得ない。次のことを考えて欲しい。現在嫁いできたお金を，
一生蓄積しておくことはおそらく無理だろうし，子供，孫，ひ孫まで相続することも不可能であろう。（日
ごろから）でくわしそうな例は数多くある。（例えば）ある蒔期に富者であった者が，次のある時期に貧者
にならざるを得なかったとか，子供に相続された遺産が，皆無となり子供の生きている間持ちこたえなかっ
たとか，富者の子供が却って貧者に零落したとかなどである。このように，お金というものは，生活を保障
する安定したものではない，ということが理解できるであろう。何らかの病気もしくは不具になり，働けな
いとしたら，自分の持っているお金を使わねばならない。そのお金は，立ち断に消えて無くなるであろう。
このようになってしまうと，一体どこから食料を手に入れ食べていくことができるであろうか。なぜなら，
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病気もしくは不具で働けないのであるから。もしあなたがこのような状態に落入ったら，あなたはどんな感
じがするか，各人の胸に尋ねてみるべきである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第3章人民の福祉の保障
　　全ての人民は，政府から保障を受けるべきである：
　経済的不安定が，このように存夜することから，政府が人民の福祉を保障するという方法により（この問
題を）解決するという考えの学識者がいる。すなわち，生まれ出た人民は，政府から，生まれてから死ぬま
での間，保障を受けるのである。その闇，子供であろうとも，病気であろうとも，不具であろうとも，老齢
で働けなくとも，人民は食糧，衣服，住居などの生活必需品を得ることができるわけである。政府がこのよ
うに保障するならば，人民は，安住できるであろう。なぜならば，病気になったり，不奥になったり，年老
いたならば，飢えに苦しまなければならないであろう，と心配する必要もないし，自分に子供がある場合，
葭分が死んだら子供は食べていけるであろうか，などと気をもむ必要もないからである。政府が保障者であ
るからである。この保障は，お金を集めることよりすばらしいものである。なんとなれぱ，お金というもの
は，それ自休以上述べたように，不安定なものであらざるを得ないからである。
　　民間会社に能力なし：
　このような保障は，民間会社の能力限界を超えるものである。万が一可能としても，人民は高い保険料を
支払ってはじめて保障してくれるわけである。人民は，そのお金をどこから持ってくるのか。このような保
障は，「政府（Ratthabaan）」によってのみ成し得るものである。というのは，政府は，直接人民から保険料
を徴収する必要がないからである。政府は恐らく保険料に代る他のものを求め得るであろう。例えば，人民
の労力をより効果的に用いたり，人民が感じない程度に1人から毎ヨ少しつつの額の間接税を徴収する，な
どなどである。
　　人民の福祉保障に関する法律：
　このように，敢府が保障するという考えは，外国において日増しに発展してきている。政府が人民に対し
てこのように保障を与える措置として，人民の福祉保障に麗する法律を制定し，政府の義務を定める必要が
ある。敢府の義務とは，その情況に応じて，人民が生活必需品一例えば食料，衣料，住居など一と交換
するに充分な額の金を人民全てに支払うことである。（末に附したこの人民の福祉保障に関する法律案を見
よ）
　　タイ人民は公務員になりたがる：
　この全ての人民に月給（Ngen　Dyan）を支払うということは，実際タイ人民のパーソナリティーに合致
している，と思われる。一般にもよく知られていることだが，（タイ）人民はだれもが公務に就くことを欲
っするし，月給を得ることを欲っするからである。とはいいながら，富吏のなかには，自分自身が月給を得
ている官吏であるにもかかわらず，人民が公務に就くことを好しとせず，そのように鼓吹しては防害してい
る者がいる。
　　貨幣は交換物である：
　さて，政府がこのように人民に対して月給を支払わねばならないとなると，政府はどこから探してきて支
払うかということになる。このことに触れる前に，賃幣というものは食べられないものであり，また貨幣と
いうものは食料，衣料，住居などの生活必需品と交換するのに使われる物である，ということを考えておい
て欲しい。賃幣を支払うことは，食料，衣料，住居などを与えることに等しい。あなたは得た貨幣を，なぜ
持出すのか，あなたは，生活必需品と交換するために持出すのである，ということを認識して欲しい。従っ
て，貨幣は一種の得点（Khanaen）であるとたとえても，誤びゅうではない。月給を支払うということは，
その要求に応じて生活必需品と交換しようとする人民に得点を与えるということに等しい。人民が受けるべ
き終局のものは，食料，衣料，住居などの生活必需品なのである。
　　政府は富者の財産を没収する必要なし：
　従って，人民に月給を支払うに際し，政府は富者の財産を没収して支払う必要はない。政府は，人民に対
して支払う月給と清算して（物資を）交換するための協同組合を設立することにより，生活必需品を（人
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民）に与えることが可能となるであろう。例えば，ある人民が20バート（Baat）の月給を得て，食料，衣料
などを金額にして2eバート欲っするならば，（結局）致府が人畏に支払ったお金は再び政府の手に帰ってく
るわけである。人民の手に残るお金は，自分が受け取る金額以下の食料や衣料などを欲っする時のその差額
である。政府が泄界の慣例に従って，金や銀などの準備金を用意する必要があるのは，人民の手に残った金
額だけで充分である。準備金を必要とする紙幣の多額発行が望ましくない場合，政府は，人民が預金するた
めの信用ある国家銀行（Thanaakhaan　Haeng　Chaat）を設立するであろう。そして，支払いには，チェッ
ク及び先の清算方法を用いれば，（実際の）流通紙幣の発行は多額の必要性がなくなる。
　　政府が経済（活動）の担い手自身である：
　従って，政府が，人民に対して貨幣を支払う方法で人民の福祉の保障者となるには，政府は協同組合を設
立する必要がある。（この協同組合が）生活必需品の生産者であり，それらのものの販売者であり，管理者
である。さて，政府はどのようにして人民の福祉を保障し得るであろうか。政府は人民に支払う月給にあて
る貨幣をどこから探してくるのであろうか。
　いかなる経済活動も，次のものに拠る。
　　1．土地。また，土地に付属して，地上地下に存在する財を含む。
　　2．労働力。
　　3．資本。
　　人民は充分な土地及び資本を持っていない：
　現在の人民は各々が充分な土地と資本を有しているだろうか。人民の99％が単独で満足な経済活動を行な
うに充分なだけの土地と資本を有していない，と思われる。人民1人1人は，それぞれの労働力を持ってい
る。しかし，自分自身充分な土地と資本を持たない聴は，いったいその労鋤ヵをどのように使い得るであろ
うか。
　　国の土地・労働力・資本：
　だが，入民の土地，労働力，資本をあわせた場合を検討してみれば，サヤーム国には50万平方kfE．kの土地
があり（ラィRal　ICなおせば3億2千万ライ以上），地上は樹木や耕作物農産物に富み，地下も多様な種類
の鉱物に富んでいる。人口は，1千1百万人余に達する。資本の方はといえば，我々は多くを持たないとは
いえ，サヤーム国は決っして未開であるというわけでなく，既存の国の財と名声は，人民を困窮に落し入れ
ない財政政策を導入することにより資本を獲得する道を開くであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　第4章　労働力のむだと社会的寄生者
　この豊かな我々の国土が，未だ効果的に利用されていないのは悲しいことである。というのは，これまで
のような民問が個々に行なうという経済活動の結果，以下に述べるように，労働力が効用なしに尽きてしま
たり，労働力を不要に使用せざるを得なかったり，労働を助け高生藍を促す機械に欠けていたり，社会的寄
生者（Phuak　Nak　Look）がいたりしたためである。
　　　　　　　　　　　　　　　第1節　労働力の不完全使用によるむだ
　　勝働力の40％がむだ：
　サヤーム国の人口の大部分を占める農民は，1人1年6カ月を超えて農作業（耕うん，はん種，収穫など
全て含む）に従事することなく，あとの6カ月の余り時間をむだに過している，と考えられている。もし，
この余りの6カ月間を経済活動の面で有効的に使用するならば，人民の福祉は当然増大するであろう。私
は，経済に関心を持つ人々の「人民が効果的に余り時間を使用するよう改めることが可能だ」とする言葉を
喜んで受け入れよう。しかし，個人が個々にするように放っておくという方法で，果してそれを成し得るで
あろうか。私は，政府がその6カ月の余り時間を入民が有効に使用できるように国家経済計画を定める以外
に道はない，と考えるものである。
　　　　　　　　　　　　　第2節　労働力のむだは経済管理の不適切による
　　バラバラ作業による労働力のむだ：
　また，6カ月問の経済活動に使矯する労動力とはいっても，これらの労働力でさえ有効的に使用されてい
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ない。個人が欄々に作業しているからだ。たとえば，農民1人1人がバラバラに作業を行なえば，労働ヵは
協同作業より多くむだになる。農畏は各々自己の水牛を飼育し，自分自身で自己の農地を耕し，種をまき，
収穫し（時々の助けあい（Kaan　Long　Khaek）は例外とする），自分の食料を確保しなければならない。し
かし，もし農民が協同で作業すれば，労働力を節約することができよう。たとえば1頭の水牛であるが，バ
ラバラならば農民は各々自分の水牛の飼育にあたらねばならないが，もし協岡ならば何頭もの水牛を集めて
まとめて飼育できるであろうし，飼育人もまとめて（1人で）やれるにちがいない。これもひとつの節約で
ある。この他にも，家事例えば食事でも，日に何十人もの人が食べに来るクラブ（SamoosoOn）もしくは食
堂（Raan　Camnaal　Aahaan）のようなものを協同で行えば，炊婦はわずか1人もしくは2人でよいであろ
う。このように，食事や水牛の飼育などの労働力は，農民が協同して行なえぱ大幅に蘭約できる。そして余
った労働力は，不足している経済活動に使用できるであろう。現在のように，個人が各々バラバラに行なう
のをず一と放置しておけば，労働力の節約は不可能である。
　　　　　　　　　　　　　第3節　機械の不使用による労働力のむだ
　　原始的方法からくる労働力のむだ1
　このことは一般によく知られていることで，我々の農業は人力及び役畜によって，耕したり，種をまいた
り，収楼したりする方法を用いているのが現実である。この人力及び役嘉による方法は，原始時代及び機械
が未だ考え出されていなかった時代においては，とりわけ必要であった。しかし，（現在では）機械のエキ
スパートが国土に合致した機械を作りだすことは不可能ではない。。このようなことを可能にできない科学
など，関心を示なさい場会のみをのぞいては，いかなる批界にも存在しないからである。
　　機械の恩恵、：
　また，機械を使用すれば，労働力は増加する，というのは経済の常識である。例えば現在試験が行なわれ
ている耕うん作業についても，耕うん機1台が2人に匹敵すること，ワンシーズンに何千ライをも耕す能力
を持っていることが明らかになっている。タイ人は，中国人や顧洋人に比べて，体格も小さいし力も弱い。
いかなる作業であれ，人力にたよっていたのでは，我々は申圏人や西洋人にかなわない。我々が彼らと肩を
並べ得るのは，我々が機械を使用した時である。しかし，現在農民の全てが機械を所有する能力が一体ある
であろうか。農民は買い入れる．資金を持っているだろうか。実際，政府にたよらずに個人で資金の余裕があ
り購入できる者が何人かいるであろうか。しかしながら，機械というものは，無限の恩恵（Khun　Anan）
をもたらすが，同じように大きな過誤（Thoot　Mahan）をもたらす，ということ留意して欲しい。外国で失
業者が今日増加しつつあるというのは，人力に取って代った機械のためではないといえようか。機械が増え
れば，失業者も当然増えるのである。
　　機械の過誤：
　いま，古くからの手織りの織布工場が1000人の労働者を使用していたとし，この織布工場が機械を導入し
わずか100人の労働者を必要とするという場合，残りの900人の者はその工場を出て行かざるを得ない。失
業者と化すわけである。しかし，それは機械の過誤ではない（失業の状態は，私企業の競争原理からつくら
れるものである）。工場が100の労鋤者を必要とするならば，残りの900人の労働者を工場主はむだ金を払
って雇用しておく必要がどこにあろうか（ないのがあたりまえである）。そして，この900人の者はどこで仕
事を探し得るだろうか。全ての工場や様々な農業でことごとく機械化するならば，失業者はその数を増すば
かりである。そして結周は，大損失となるのである。しかし，もし政府が経済の管理者であるならば，機械
化からもたらされるものは好成果ただひとつである。
　　政府自身の管理下にあれぱ機械は恩恵をもたらす：
　使えば先に例にあげた機械化によって900入の勢働者を解雇せざるを得ない工場の場合，政府はこれらの
労働者を引き受けて，薪設の他の工場（例えば絹工場や砂糖工場）で働いたり，道路建設にあたったり，原
野の開墾をしたり，農作業をしたりすることができる。そして，工場や様々な経済事業が十二分で拡大の必
要がなくなれば，労働者の労働蒔間を滅少させることができる。例えば，もともと1日8時間働いていたと
すと，機械が増えるにつれて，労働時間は月給を下げることなく1日に7・6・5・4・3・2・1時間と
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徐々に減少できるであろう。このように，機械から我々は恩恵を受けることが可能である。すなわち，人間
の身体の苦痛（Khwaan　Thooramaan　Raang　Kaai）を大いに和らげるのである。確に個人が工場主の場合
でも，労働時聞を減少させることは可能であろう。しかしこの労働時閣の減少は，賃金のカットを伴うのが
普通である。さらに加えて，失業者数が増加すれば，賃金が下がるのも常識であり，経済法則でもある。悪
結果が人民の身にふりかかり，機械は人民を殺りくするものとなる。殺りくがいやなら，機械化をやめねば
ならないし，機械化をやめれば，後進性はいつまでも続くのである。
　　機械より資本の方が探し易い：
　政府自身が協同組合を設立して，経済の管理者となる場合，労働問題の解決は別として，個人（民聞）よ
り資本の確保が容易である。政府は（その確保のために）財政敢策を運用できるからである。例えば，人民
が苦しいと感じない程度に毎日少しずつ人民から聞接税を徴収することができよう。1年では巨額の金にな
る。
　　間接税：
　もし何らかの間接税を設け，人民1人からllヨ1サターン（Sataang）を徴収すれば，人口19－1百万人
として1年に4千万バート余りの歳入となる。その他にも，敢府はその名声と資源を以って個人よりも有利
な担保を提供できる。また，政府であれば，外国では既に行なわれ好成果をあげていることだが，機械を低
価格で大量に，しかも延べ払いで買い付けることで外国と契約することもできる。
　　　　　　　　　　　　第4節　社会の寄生者に起因する労働力のむだ
　　社会の寄生者は繁栄をおくらせる：
　このサヤーム国には，生れて社会に寄生し，他人に頼りきりで生きている者が，少なくない。すなわち，
自分の労働力に合わせて何らの経済活動もしくは事業を金くなさず，食料，衣料，住居を他人に頼っている
入たち，もしくは働いたとしても時たま少ししか働かない人たちである。例えば，バンコク（Khrun窪
Theep）や地方の大都市（Huamyang）で，中流階級もしくは富裕階級の家庭をよくみれば，そこに寄生し
ている者が数多いことがわかるであろう。これらの人々は寄生しているだけではなく，物価の値上がりの原
因ともなっている。いま，1国に労働者が100入いて1人1トンの米を生産し，合せて100トンの米を得て
いるが，食べるだけで働かない者が50人いたとしよう。もしこれら50人の寄生者が共に働けば，さらに50ト
ンの米を生産できるであろう。しかしこの種の人々を現在のように放任しておけば，ほんとうのなまけ者に
化してしまうだろう。個人（民間）企業の活動を放任し，なまけ者たちが寄生するのを放任しておくらな
ば，国の経済的成果は下降の一途をたどるにちがいない。
　政府が経済システムを管理する以外にこの種の人民を働かせる良策はない。そうすれば，この社会の寄生
者（虫）たちの労働力を国家にとって有効に使用することが可能になる。
　　　　　　　　　　　第5章　政府が土地，労働力，資本を確保する方法
　　考慮されるべき璽要原則は，政府は柔和政策を採用しなければならない，ということである。すなわ
ち，政府は（この潤的を遂行するには）富者と貧者との協力に頼らざるを得ない。また政府は，富裕階級を
殺りくしてはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1飾　土地の確保
　　現在，地主は土地から十分な報酬を受けていない：
　現在，耕地は個人の所有に帰している。その他の土地は，開墾の必要な未開地である。現在個入の所有に
なっている土地からあがる利益は，諸費用，税金，利子をほとんどカバーできない。現在の農民の99％が，
借金を背負っているし，土地を抵当に入れたり担保にしているからである。一方貸主の方も，利子はおろか
光金さえも回収できないでいる。また，例えばランシット（Rangsit）の土地駈有者の場合，賃貸しした土
地からの小作料を徴収できるどころか，それ以上の税（Khaa　Naa）を支払わねばならず，欠損の状態であ
る。貧しい者富める者を問わず，どこの地主も，損失を覚悟のうえで土地を売りたがっている。また，農民
に金を貸している者は，先金を返してくれることを望んでいる。
　　土地の買収：
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　抵当に入れるにせよ，売却するにせよ，現在土地価格は非常に低い。このことは，政府が個人（民閥）の
なすがままに放任してきた結果である。このようなことを考えてみれば，政府がこれらの土地を買収すれ
ば，農民も地主も貸主も皆々が奮ぶことは，はっきりしている。なぜなら，土地の所有権を持っていても，
抵当として土地をさし押さえていても，損をするだけであるからである。ここでいう土地買収は，共産主義
（Khoomiunit）の財産没収方法とは異っている。
　　　　　　　　　　　　　政府は土地買収資金をどうして確保するのか？
　　公債発行による資金調達：
　現在政府は土地買収に必要な資金を持っていない。しかし，政府は土地所有者に対して土地価格に相当す
る公債（Bai　Kuu）を発行することができる。政府は，買収時での貸借の利子率に従って，法定の最高利子
率15％を超えない籍囲で，利子に相当する公債の配当金率を定める。もしも，その土地が1000バートである
ならば，土地所有者は1000バートの公債を政府から受け取り，しかもその時の利子率が7％であれば，年間
70バートの利子（配嶺金）を受けるというわけである。この方が，賃貸ししたりするより確実な収益とな
る。すなわち，土地所有者は，土地をどれだけ所有しているかを記した地券（Chanoot）もしくは証書を持
つ代りに，政府が債務者としてどれぐらいの額の金を借りたのかを記した公債を持つのである。
　　　　　　　　　　　　　　　政府が買収する必要のある土地の種類
　　買収不必要の土地：
　政府が買収する必要のある土地は，経済生産活動に要する土地，例えば田地畑地などである。宅地などは
政府は買収する必要はない。ただし，所有者自身が政府公債との交換を望む場合は例外である。家麗敷は，
圏土の全面積と銘較するに，経済生産活動を妨げるほど多くの割合を占めるものではない。従って，宅地に
ついてはそのままにしておいても，何ら不思議なことはない。このようにして土地が買収され政府の手に移
されると，その土地の経済的利用のためにはどのように分割したらよいか，どんな種類の機械をどれほど使
用せねばならないか，効果的なかんがいをするにはどのように運河や水路をつくらねばならないか，といっ
たことを致府は容易に決定できるようになる。現在は，土地が様々な所有者の開で分割されており，各々が
勝手に運河や水路をつくってかんがいをしている。しかし政府の手に移ると，調整することによって，経費
の大帳な節約が可能となる。例えば，運河や水路をつくるのも少なくてすむ。その他機械の使用にあたって
も，例えば耕うんの場合など，能率的に行なえる。現在のように土地が散在していると，ここを耕してその
次はあそこを耕してというようにならざるを得なく，蒔間のむだが多い。（政府の管轄下になると）科学的技
術による土地の強化も当然容易になってくる。現状では人民は古来の方法を盲信している。たとえ農業専門
家が鋭意教育するにしても，時間がかかるだけである。政府が経済の管理者となれば，政府の雇用者である
人民は政府の定めた規則を守らねばならず，（その点やりやすい。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土地に対する愛着
　　利己か利他：
　燗人（民聞）の経済活動に露きを置く経済システムを雛護する者の著である経済学教科書や人民が共同で
事業を行なうことを危険視し政府自身の転覆を恐れている政府麗係者は，もし政府自身が土地の所有者とな
れば，入民は自分たちが土地の所有者である場合と同じような土地に対する愛着を感じないし，土地の育成
にも好結果を得られない，と教え込みがちである。この種の言い草は，目を閉じて言っているようなもので
ある。人民が利己の土地を愛するようにするのは，哲学の言葉を借りれば，利己主義に起因する。すなわ
ち，自分のもの，自分の財を愛することである。このことは，国家愛や民族愛・人類愛（利他主義）を育成
することとはおよそ真反対である。ナショナリズムについては，常にだれかが何かを言っている。果して，
利己主義もしくは自己のものに対する愛着心を育てることが，ナショナリズムというものと禰反するととは
ないであろうか。私は，口ではナショナリズムを叫びながら実際には利己主義を植えつけている人々に大き
な疑問を抱く。民族愛などとは口だけで，心の底では実際に民族愛を持っているのか疑わしいものである。
　すでに述べたことであるが，人民の家族間のきずなを断たないがために政府は個人の宅地所有権を保障す
るようになっている。それだけで自分の土地に対する愛着心は十分であろう。現在のバンコクの状況に注国
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して欲しい。他人の土地，家屋，アパートを借りて住んでいる者が，多数である。これらの入々は一体愛着
を抱くべき土地をどこに求めたらよいのであろうか。また，もし土地を所有して初めて民族愛が理解できる
というのであれば，他人の家屋を借りている人は罠族愛を理解することができなくなる。私は，借家に住ん
でいる人は全て畏族主義者になれない，などとは全く信じられない。実際大土地所有者のある者は，いかな
る経済計画にも合意し，自分の土地のことだけを後生大事に考える。読者のみなさん，そのような入をよく
よく観察比較してみて欲しい。そして，土地を持っている者の方が，土地を持っていない者より民族愛があ
るかどうか，考えて欲しい。私はいずれにせよ，どちらがより昆族愛を持っているかということは言えな
い，と思う。従って，土地を所有していることと所有してないことは，民族愛の強さの原因とはなり得な
い。
　また，土地を持っていない者は，土地の強化に積極的ではないというのも，うなずけない。致府が買収し
てしまい共有物となれば，全ての人民が地主であるのと同じである。株主及び所有者が数多くいる大会社み
たいなものである。そうした会社は土地改良を行なわないであろうか。実際，却って土地を所有する会社の
方が同じく土地を所有する個人より上手に土地改良するように思われる。現在でも，我々は，土地改畏の指
導員や専門家を政府内に持っている。土地が政府のものになれば，それらの農業専門家宮吏たちは，その知
識技術能力を生かして土地改良開発にあたるであろう。もしも，現在の状態からみて，土地改良ができな
い，不可能であるなどと言うならば，私は，それは農業奪門の官吏をけいべつした言葉のように思う。
　私は真反対に，土地はかんがい，改善，良質品種及び肥料を使った耕作などによって改良開発されてい
く，と考える。農業専門家もその知識と技術を十二分に発揮できるであろう。現在のように，いくら農業専
門家が教育しても，古くからの方法にとらわれ信じようともしないし，関心も示さない，というようなこと
にはならないであろうQ
　農業を営もうにも土地の無い人畏も，公務員であり，農業に志纐して働ける。もし農業面の労働が一杯で
あれば，他の薗の労働に志願することもできる。十分な食料，衣料，住居などを保障され，今よりは貧鑓に
苦しむことはないであろう。却って，政麿が経済の管理統轄者になれば，我々の福祇は向上するであろう。
　現在の窟吏の大部分の人のことを考えてみて欲しい。彼らの家系のほとんどが，元来農業に従事していた
のである。そして，彼らは代々の田地を捨てて，バンコクや地方都市に出て来て官吏になったあである。そ
れらの宮吏はなぜそのように田地を捨てたのであろうか。またそれらの宮吏は，果して土地を持っている農
艮よりも民族愛が弱いのではなかろうか，もし弱いのでなければ，彼らは田地を捨てるはずはない，という
ような雰難めいた言葉は当らないと私は思う。
　　ある種の人々のごまかしに注意すること：
　個人（民間）に土地の私有権を与えねばならないとするある種の人々の議論を検討してみたかぎりでは，
そのような議論の源は，私（個人，民間）企業至上主義に求められる。また，個人でいかにも財産を持てる
かのよう人心を惑わしては，支持理由をでっちあげている。そのやり方は，間接的な収賄にも似ている。人
民が土地を捨て他の産業に従事するようになり，ある一定の地城に人民が多く集まる現象に驚いた政瘤関係
者は，このように人口集中が起り人民が自分たちの弱点悪事を知り，自分たちが入民の経済的福祉を実現す
る能力の無いことを知るのを魎度に恐れている。また，彼らは，自分たちの繁栄の足留めになる地位の喪失
をも恐がっている。そして，この種の人々は，走り回っては自分たちめ主張に賛成を得ようと，声を大にし
て人民に訴えるのにやっきになっている。そして，（残念なことに）思慮の浅い人は容易に信じ込んでしま
い，自分からそれを広めていこうとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　雇用の促進
　　’官吏になるのをきらう者もいる：
　タイ人の国民性として，官吏になるのを好むことがあげられる。すなわち，自分自身の労働力と政府の月
給とを交換するのが好きである。この国民性は，だれの目にも明らかである。政府は産業の管理統轄を行な
うべきではないと，産業の国有化に反対する人の中にさえもそうした人は多い。なかんずく，そのような
人は，窟吏がそのほとんどである。他の人々が官吏になるのに反薄し阻比しようとするくせに，自分自身は
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官吏であることを忘れている。他の人とて同じように官吏になりたいのである。だから，この種の人々の語
気に皆さんはよく留意して，そうした人には，「あなたは官吏なのですか。もし宮吏であるならば，なぜあ
なたは人民が宮吏になるのを邪魔しようとするのですか1と問いかえして下さい。
　　人畏が官吏となる：
　このようにタイ人の国民性が官吏になりたいというところにあることがわかれば，全てのタイ人を官吏に
することは，それほど難しいことではない。ただし，公務というものは，事務駈の中で机について命令した
りすることのみを意昧するのではない。敷府が公務と呼ぶところの全ての経済的業務をも含む。
　　力と能力に応じた労働：
　このことについて，政府は，18才以上55才までの人民は各々の教育，力，能力に応じて働かねばならな
い，といった法令を定めるであろう。55才を超えた人民は，終生恩給（Bamnaan）を受けることになる。
また，18才未満の人民は，教育を受け学習に励み，能力に応じて軽い労働を行なわねばならない。そして，
全人民が，今の官吏のように政府ないしは共同組合から月給を受けることになる。その月給の額は，当然各
々の能力に応じて異なったものである。しかし，最も低額の月給であれ，その人が食料，衣料，住居などの
生活必需晶を買うには十分である。
問：政府は全ての人民に宮吏になることを強制するのか？
　答：政府は全人民を強制して富吏にするつもりはない。
　　ある種の人々は官吏になる必要なし：
　政府は，すでに現在裕福な人及び富吏になりたくなくて自分の事業をしたい人については，例外を認め
る。ただし，その者が，自分で自分の事業をやっていくことで，たとえ病気や老齢になろうとも終生生活で
きるに十分な収入のあること，及び自分の子供を養育し教育を受けさせ自分の面どうをみてくれるまでにす
ることのできる能力を持っていることを明らかにできる場合のことである。そういう立場にない他の者は，
すべからく宮吏にならなければならない。というのも，富吏になること自身，病気や老齢化した時のために
働いて準備金を貯わえておくことになるからである。
　問：しかし，政府がこのように全国家経済を管理するとすれば，人民はいかにして職業を探し得るか？
　　自由業について：
　答：経済活動にも，個人が独立して行なった方がより成果のあがるものもある。例えば，著作家，医者，
弁護士，画家，特殊な学問の教師などの自由業（Aachiip　Isara）がそうである。人民はだれでも，独立し
たそのようなことがしたくて，官吏になりたくないならば，それは許される。またその他の仕事でも，例え
ば現在すでにある個人が工場主であり，その人が官吏になりたくなくてその仕事を続けたい場合も，岡じよ
うに許される。その入が工場を国に売却して，債券を得て，政府から生活のための利子を受けとるようにし
てもよい。また，ある種の商業や農業で，自分で自分を養なうに十分な成果をあげ得るというのであれば，
特別に許可することもある。
　　人民のほとんどが官吏になることから生じる好結果：
　このように，人民の大部分が宮吏になることから，悪い結果は生まれようもない。却って，政府は好結果
を得るであろう。すなわち人民の労働力は常に合理的に使用されるであろう。いわゆる一般の休日をのぞい
ては1年中ず一と鋤きづめということになろう。農民が王年の内の6カ月はなにもしていないという驚き
も，もう必要がなくなる。政府はその6カ月を有効に使うであろう。農閑期には，他の農作業を行なっても
よいし，道路作りをしてもよい。いずれにせよ，最終的には国家の経済計画の定めるところによることにな
る。その他にも，人畏が官吏であるということになれば，政府は強制的に教育を施し，教養を与えたり，軍
事訓練を行なって，通常の兵役義務の蒔間を減らすこともできる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第3節資本の調達
　政府が経済活動を行なうに際して必要とする資本には，2種類がある。
　1．機械及び政府の手で作れない物資を買い付けるために，政瘤が有しておく資本。
　2．賃金の支払いにあてるため，政府が有しておく資本。
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　　資本の回転：
　この第2番目の資本は，回転し補填し合うものである。例えば，月給を受けとった人民は，その月給で以
って政府から食料，衣料，住居などを買う。もしも月給と買物との金額とが一致してとんとんならば，差し
引き零ということになる。もしも，官吏である人民の手にお金が残るとすれば，その残ったお金の額だけは
政府は準備金として持っていなければならない。とはいうものの，前に述べたようにもし政府が国家銀行を
設置すれば，人民はそのお金を銀行に預けることができる。このことは，その人民が預金額だけ政府に貸し
たことと同じであり，紛失の恐れが強い紙幣を直接与える必要はなくなってくる。
　問：政府はこの2種類の資本をいかにして調達するのか？
　答：共産主義と称されている方法に従えば，タイの学者がいうには，個人の財産を没収して（資本にあて
るため）しまう必要がある，とのことである。この財産の没収ということには私は賛成できない。政府はそ
の他の方法で資庫を調達すべきである。その資本調達方法とは次のようなものである。
　　間接税：
　（1）徴税による方法。例えば相続税，所得税，間接税などである。なかんずく，閥接税は人民1入1人
から毎日少しつつ徴収すれば，入民も苦痛を感じないし，年間の合計額は多額に達する。例えば，人昆1人
から1H1サターンの間接税を徴収するとすれぱ，人口千百万人としても王年には4千万バート余になる。
この聞接税には，いろいろある。例えば塩税（Phaasii　K玉ya）の場合，政府自身が塩の販売者であり，塩の
生産者から公定価格で買い入れ適正価格で一般消費者に売るわけである。砂糖税，タバコ税，マッチ税など
もそうである。
　　宝くじ：
　宝くじによる方法。実際宝くじは，ばくちであるが，道徳的にはなんらもとるものではない。宝くじを買
う者はかけをしないわけにはいかないが，そのかけは小さなものでとるに足らない。
　　借款：
　（3）借款による方法。この借り入れは国内的にも可能である。それには，政府と現に富者である蓄との
協力が必要である。方法としては，直接借り入れる場合と，工場のための特別債券を発行する場合とがあ
る。後者の場合，政府が砂糖工場を建設しようとし百万バートの債券を発行し，その債券の持主は定められ
た利息と工場からの利益配分を受ける特別な権利を持つ，というわけである。また，外国からの借款の場
合，勧んで融資をしてもらうには，その融資金を国内では生産不可能な機械や物資の買い付けにあてるべき
で，国内で費すべきではない。
　（4）もし外国からの政府借款が得られなくても，すでにいくらかの国々で行なわれているように，分割
支払い方式で外国の会社から直接機械を買い付けることができる。
　　信用を得るべきである：
　サヤーム国としては，分割支払い方式が認められない場合と高価格の場合をのぞいては，イギリスやフラ
ンスなどの友好国から買い付けるべきである。また，政府は外国の会社と合弁して工場を建設することもで
きる。政府は工場及び工場からあがる利益を，借入金の償却まで会社に封する担保に充てればよい。この方
法は政府の実行可能なものである。現在，（世界の）多くの会社企業が，たとえ分割払いでも自社の製晶を
売りさばこうとしているのであるから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第6章　国家の歳出歳入の均衡
　人民に月給を支払い政府自身が国家経済の管理者になるということについて語る時，皆さん方が次のよう
な疑問を抱かれるのが普通であろう。国家予算の均衡は，成り立つのだろうか？　政府は破産せざるを得な
いのではなかろうか？　政府が多額の紙幣を発行せざるを得なくなって（インフレ），貨幣価値が低下しな
いだろうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1節　国　湘　均　衡
　　相殺：
　すでにあちこちで述べたことであるが，人昆が受けとる月給は，人民が政府から買う物資と相殺される。
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だから，政府は，人民が欲するところの生活必需品を十分に生藍しなくてはならない。そして，人民が欲し
いものや必要とするものなら何でも政府から買えるようになれば，月々あるいは年々人民の手に金が余った
としても，その金を人民は将来の支出に備えて貯蓄しておくだろうし，何か買うとしても政府から買わざる
を得ない。そうであれば，国内均衡が実現されるのは確実である。また，販売物資の価格を固定することに
よっても均衡を計ることができるかも知れない。もっともこの方法は使うべきではないが，政府は，いずれ
にせよ，人民の欲するものをより多く供給する方抹を考えるべきである。
　　人民の需要：
　生活必需品に対する人民の需要は，おそらく様々で異なるであろう。人闘というものは，その相互関係が
拡大すればするほど，また繁栄すればするほど，需要も増すものである。Charles　Glde教授は，人間の繁
栄とは人間の需要欲求が増加することである，と述べている。〈経済学講議The　Teaching　of　the　Science
of　Economics：巻1，　page　49．〉例えば，未開人は身体の数力駈をおおうに十分な衣服を欲するのみであ
るが，それらのものが文明化すると，身体のより多くの部分をおおう衣服を欲してくる，という具合であ
る。
　　生活必需品の製造：
　従って，サヤーム人民とて，より繁栄すればより需要を増してくるにちがいない。衣服であれば絹に対す
る需要が増すだろう。また，よりよい住居，よりよい家具が欲しくなるだろう。交通であれば，自動車が欲
しい，外国旅行がしたい，ということになる。催しものやスポーッなどのリクレーションの欲求も生まれて
くるであろう。政府がこれらのものを完全に供給できれぱ，政府が支払った月給は再度政府に帰ってくるこ
とになり，財政の均衡は保たれるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　国　際　均　衡
　政府は，自国で生産できない機械や物資を買い付けることから，外国に対して債務を負わざるを得ない。
政府はこれらの債務を返済する金をどこに求めることができようか。
　　国内消費を上回る生産：
　このことに関しては，政府は国内で生産できるものについては，国内消費を上回る生産を確保するように
しなければならない。そして，その余剰生藍物を外国に売り，政府が外国に負っている債務と相殺するよう
にすぺきである。このことが可能な生産物としては，米，チーク材，鉱石などがあげられる。
　　輸入品には不必要なもの多し；
　実際，現在のような私企業もしくは個人の経済活動に重きをおいている場合でも，サヤーム国の輸出高は
1億3千4百万バートに達する。すなわち，国内消費を上回る生産物の申からそれだけが輸出に向けられた
わけである。しかし，サヤーム国は，機械の他にも，食品，砂糖，衣料品などの商品を多鍛に輸入してい
る。
　　必要品のみ輸入すべし：
　もしも政府が国内生産が可能と思われる物資の大部分を生産できたならば，輸出から得る1億3千4百万
バートは，我々の手では未だ猛塵不可能な機械の輸入に充てることができよう。そうなれば我々の繁栄はい
よいよ増していくだろう。また，現在休んでいる労働力を，政府は有効に使用できるであろうし，そうなれ
ば国内消費をより大きく上回る商品を盈産することもできてくる。我々の能力では生塵不可能なもの，例え
ば機械など，との交換力がより強力になってくる。こうしてみると，国際的均衡も可能なことである。
　　　　　　　第6章（続）政府による国家経済管理に際して人間を動物に変えないよ
　　　　　　　　　　　　　う注意すべきである
　皆さんの申でよくない先入感を持つ人は，即幽に次のように決めてかかりがちである。政府が国家経済を
管理統制するとなれば，人間を動物化してしまうであろう。すなわち，女性はすべからく共有物となるであ
ろうし，家族単位の生活は破壊されるであろうし，人々は互いに助け合って繁栄を築く努力を喪失してしま
うであろう。こういう言葉は，もしそんなことを言う人があれば，無考慮からくるデマである。
　　官吏となる人民は，現在の宮吏と全く同じ状態におかれる：
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　実際今まで私が述べてきたかぎり，人民は現在の官吏と同じ地位の官吏になり，月給を受け，病気もしく
は老齢になれば愚給を受けるものである，と私は考えている。私は人間を動物の状態にしないよう留意して
いる。私は，現在の経済体制から起る苦渋弊害を無くして，人間をより入間らしくすることを強く望む。
　　家族生活の保障：
　私は，家族というものを尊敬している。私は，女性を共有物にはしない。私は，家族の間のつながり，例
えば祖父祖母，父母などの祖先と子，孫などの子孫との関係，を大切にしたい。婚姻法（Kotmaai　Laksana
Phua　Mia）は廃止しない。人民はよりよい状態で家を今後も持つであろう。人民は，現在の官吏と同じよ
うに社会の繁栄を促す努力を今後とも示すであろう。もし人民が国家の繁栄を築き上げる努力を怠るという
のであれば，現在の宮吏たちが国家の繁栄を築くため，努力しているのをどう説明できようか。（人民が官
吏になった場合でも，繁栄のための努力を怠ることはない）
　　科学的研究の保障：
　また恐らく，科学者の研究はできなくなると言う人もいるであろう。このような言葉は，葬常に悪どい批
難である。科学者は依然として研究を続けることができる。政府は，（すばらしい研究には）報賞を授与す
る用意があるし，発明特許権はいかなるものでもこれを認める。（このように入民の宮吏とはいっても）
現今の官吏となんら異るところはない。皆さん，（私のいうような致策を採用すれば）人間はなべ飯（Khaa◎
Katha）を食べ穴蔵に住まねばならなくなる，という悪口をうのみしないで欲しい。もしそんなことを言う
人がいたら，その人にそのようなことをどんな本で読んだのかをたずねて，私に知らせていただければ，あ
りがたいことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第7章　協同組合の組織化
　　中央政府の管理は末端までは不可能：
　政府が国家経済の統轄者であり，担い手であるという原則に従うとしても，サヤーム国のように国土も大
きく人Pも千百万人を数える国では，～応経済活動はすべからく中央政府の下にあるのではあるが，実際の
問題として，政府がその末端まで管理監督することは不可能である。従って，この経済活動を多様な協同組
合に組織化しなければならない。
　　協同組合員は月給を受ける：
　各々の協同組合の組合員は，定められた賃金率に従い各々の協同組合から月給を受け取る。そして組合員
は自己の能力に慈じて働かねばならない。ただし，病気，不具，老齢の場会は例外で，働かずとも恩給を受
ける。
　この協同組合は，国家経済計顧に従って経済活動を行なう。例えば，農業協同組合（Sahakoon　Nai
Thaang　Kasika∫n）は，農作物の栽培，家蓄の飼育などの農業活動を行なう。もし，労働力に余裕があれ
ば，その協同組合内の道路建設，家屋の建築，いろいろな建物の建築などの他の事業をも行なう。
　　ボーナス：
　協同組合員である人民は，賃金率による通常の月給の他に，その協同組合の利益から特別賞与（ボーナス
Ngen　Raangwan　Phiseet）を受けることもある。たとえ貧民でも協同組合員になれる点が，現在政府が実
施している協岡組合と異なるところである。すなわち，現在では土地の所有者のみが協同組合員になること
ができて，数多い小作農民の方は協同組合員になる機会はない。
　ある協同組合が，どれぐらいの範囲を有し，どれだけの組合員を要するかは，その協同組合自身の性質種
類による。例えば，工業協同組合の場合その工場の工員である組合員の数は，その工場の大小によって決ま
る。また農業協同組合の場合，農作業を行なうために適切に区分けされた土地の広さによるし，どれくらい
の人を使ったら運営や技術の使用が便利かにもよる。
　　分業：
　これらの協同組合員は，当然のこととして，協力して経済活動を行ない完全なものとすべきである。
　1．政府は土地と資本とを挺供することにより，協同組合員は労働力を提供することにより，生産に参加
する。
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　2．販売及び流通に参加する。すなわち，協同組含が生産したものを，協岡組合は，政府の管制の下に流
通させ販売するものである。
　3．食料，衣料などの日用品を組合員に供給するのに参加する。しかし，食料については，協同組合は料
理された食料を売る必要はなく，白米や生肉などの食料品を販売し，組合員はそれを買い求め各々の好みに
従って料理をする。
　4．住居の建設に参加する。協同組合は政府の監督の下に住居を建設するのである。組合員は1家族1戸
の住宅を持つのであるがそれは協同組舎の計画によって建てられる。健康的に，しかも管理し易く，危害か
ら安金な設計になっている。
　　自治市制度，公共衛生，教育，軍事：
　入民が協同組合に組み込まれ，ある地城にその往宅が集まると，協同組合が自治市制度型管理（Kaan
Pokkhroong　Baep　Theesabaan）を導入するにも好都合であるし，公共衛生にも便利がよい。例えば，協
同組合は医者を確保し，厚生に関する規則を定めることができる。また組合員が近接して住んでいるので，
集団教育もし易い。毎日の仕事が終れば，学習や訓練に参加する規期を定めることもできる。学習は教科轡
を使用したり，映画などの他の方法も使用されるであろう。盗賊の鎮圧，防犯にも都合がよい。その他に，
軍事癒でも協同組合と提携して，兵役にある者または予備役にある者に対して軍事教練を実施するにも便利
である。徴兵，動員もやり易い。
　　　　　　　　第8章　政府は国内にいかなる類の経済を実施しようとしているのか
　　鎖国貿易の危険から守る：
　政府は，農業及び工業の金ての分野において結局のところ国家が外国にたよる必要がなくなるよう運営し
ていく，という原則を立てねばならない。それというのも，鎖国貿易から生ずる危険から守るためである。
我々が必要物資を国内に十分に有していれば，たとえ外国の貿易閉め出しにあおうとも，少しも困らない。
Adam　Smithの主張一各国は国際分業を行なうべきである，ある国が農業国であればその国は農業のみ
に専念すればよく，工業を起す必要はない一をうのみにする者もいる。この理論は確に各国が相互に潔癖
で，貿易制限や市場閉め出しを策することがないならば，よいものである。しかし，現状はそのようなこと
は，望むべくもない。
　　ドイツ経済学者の意見：
　我々はドイツの経済学者，Friedlich　Listが設定した線に従わざるを得ない。彼は次のような意見を持っ
ていた。ドイツはなによりも先ず自国を完金に自立させるべきである。すなわち工業，農業，芸術，科学な
どの面で完全に自立することである。そのような状態になれば，国際間の競争に参加することもうなづけ
る。ドイツは，この政策を採用した結果，弗常な好成果をあげた。例えば，鉄道敷設などである。そして，
現在においても，ドイツは，国家が自立するには，政府が国家経済を管理統制することによってのみ可能で
ある，と考えている。
　　Hitler，　MacDona玉d，　Daladier：
　ドィッは，圏家が繁栄するには政府が国家経済の管理支配者となることによってのみ可能と考えて，政府
内の重要ポストをHit玉erに与えたのである。Hitlerは，政斑が国家経済を完全に統制するという考えの強
力な同調鷺であった。イギリスには，MacDonald氏が，フランスには，　Daladier氏が，各々政府の首班と
なっている。これらの指導者が，いかなる政策を実施しているかは，衆目のすでに知るところである。彼ら
は，少なくとも，人民が政府と協力して社会保障を確立する，という政策を実施している。
　　　　　　　　　　　　　　　第9章　勢使問題の紛糾を解決する
　　個人（民間）が工場の駈有者であれば，不和分裂が生じる：
　サヤーム国が，個人を工場主とすることを許しておく方針をとり続けるならば，この方針の支持者は，自
分たちが国に対して不和分裂と損害をもたらしていることを，必ずや落るであろう。顯欧に留学したことの
ある者ならば，労働者と使用者との間の争い不和を知らない者はいないであろう。賃金問題や労働時間問題
や休暇問題や労働者の危険災害保障問題で論争し，ある時には使用者が工場閉鎖（ロックァウト）をした
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り，またある時には労働者が同盟罷業（ストライキ）に入ることもある。このようなことは，個人が工場の
所有者であることから生ずるのではなかろうか。我がサヤーム国においても，工場がいかに小さいとはい
こ，問題が起き始めている，と思われる。例えば，電車の労働者などがそうである。国家が繁栄すればする
ほど，工場の数も増えてくる。そのようになった時，不和と分裂がいかに大きくなって生じてくるかは，予
想できる。しかし，国の全ての経済を政府に任せれば，一般の労働者であろうと，いかなる類の官吏であろ
うと人民は全からく，その体力と能力に臨じて働けば，相当の報酬を受けることができる。その体力と能力
において何人も平等である，といえる。実際，政府が人民の代表である以上，人民が全国家経済の支配者で
あるということに等しい。
　　個人（企業）の場合その利益の多くを留保する：
　経済活動の成果があがれぱ，労働者であり官吏である人民は，それに応じて受けとる月給が増えてくる。
政府は増えた利益をだれのためにも留保しておく必要がないからである。この点，個人が工場主である場合
とは異なる。個人の場合利益をできるだけ多く留保しなければならないのが普通であり，労働者を圧迫し，
搾取し，自己の利益としているのである。
　　政府は利益をあげ得る：
　実除，政府が経済を管理すれば，おそらく損失のみであろう，と述べる人もいる。このような非難は，い
くらかの国の悪例を引いて，言っているのである。すなわち，紀律の悪い国では人々は精一杯働かないから
であり，政府が国家経済の管理者となったことから損失になったのではない。いかに個人（民間）の場合で
あれ，経済活動において，労働者が規律を守らないまたは紀律が悪いならば，同じように欠損にならざるを
得ない。この工場の労働規律の問題解決は，所有者が政府であるか個人であるかというところにあるのでは
なく，実際は工場の規則及び指導層の管理にある。さらにもう1点，もし経済全体について検討してみれ
ば，政府が利益をあげ得ることは確である。なぜならば，現在むだになっている労働力をより有効的に使用
できるし，労働力の節約により労働力を増やすこともできる，からである，機械の導入も，政府が欠損を生
じるという原因には少しもなり得ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10章　国家経済計画
　経済活動を順調に行ない好成果をあげるために，政府は国家経済計画を立てねばならない。そしてこの国
家経済計画立案に際しては，以下に述べるように，注意深い予測計算と調査が要求される。
　　文明国の生活：
　L　人民の需要に応じて，生活必需品を予測調査しなければならない。何があるのか，どれだけの数壁が
あれば人民の幸福繁栄に十分なのかといったことである。しかし，その見積り計算は，人民を貧困な状態に
するものであってはならない。例えば，食料は，貧しくない普通の人が食べねばならない，米，肉類塩
野菜，果物，砂糖などの量を計算する。衣料についても，貧しくない普通の人が必要とするもの（を標準
に），例えば帽子，衣服，ズボン，くつ下，はきものなどの量を計算見積りする。住居についても，1家族
1住居とし，その住居は小屋でなく，いわゆるトック（Tyk，レンガまたはコンクリート造りの家）のよう
な，普通の人が快適に暮せて，しかも長く使用に耐えるものを考えなければならない。小屋または現在山地
族が住んでいるような畑小屋から，文明国と等しい内容を持った美しいトックに変えていくことを考えねば
ならない。交通の面においても，王国内の人民，協同組合，町々を結びつける鉄道及び道路の建設というこ
とを，陸上交通の場合考えねばならない。運河や港の建設は，水上交通の問題である。また空の交通も考え
ておかねばならない。各々の協同組合に，自動車などの専用の乗りものを考える必要がある。これらのもの
を与えられたサヤームの人民は，発展諸国の人々と比較し得るであろう。
　2．初段階として以上のような予測計算と調査を終えたならば，次の段階としては，それらのものを生産
するには，どれぐらいの土地，労働力，資本を必要とするかを予測計算し調査しなければならない。米作に
しても，千百万人の人々に十分な米を供給しようとすれば，白米29億3千1百万キログラムを必要とする計
算ならば，千5百万ライの田地を必要とするし，どれぐらいの労働力を必要とするかは人力と畜力とを使用
するのか，人力と機械力とを使用するかによって異ってくる。例えば，田畑の耕うん作業で，普通の人が1
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日1／2ラィ耕す能力があるとすれば，全部の土地を耕すには3千万人力を必要とする。しかし，機械を使
用するとなると，耕うん機1台が1H　40ライ耕す能力を持つとし運転手1人及び助手1人を必要したとして
も人力は75万人力を要するのみである。このように労働力の節約は大きいものである。徐草及び植え付けの
場含，人力のみを使用すると千5再万人力を要し，機械を使用すれぱ75万人力で十分である。（人力と機械
力の比は先の例による）
　収穫についても，人力のみを使用すれば，3千万人力を要する。もし，田地を整地し水を出してしまい機
械作業ができるとなれば，わずか76万人力を要するのみである。
　　機械は労働力を節約する：
　以上の必要労働力を合計すると次のようになる。
　あ，もし人力と畜力のみを使用すれば，計9千万人力を必要とする。
　い，耕うん，徐草，植え付け及び運搬に機械を使用し，収穫には機械が使用できないので，人力を使用す
るとすれば，3千2百25万人力を必要とする。
　う，もしすべての作業に機械を使用すれば，3百万人力のみで十分である。しかし，要する資本は違って
くる・もし，機械を使用するとすれば機械と油を買わねばならない。いま千5百万ライに耕うん機5千台を
あてるとし，1台の価格が3千バートとすれば，耕うん機を買うに必要な資金は，千5百万バートに達す
る。これは政府による分劉払いが可能であろう。また，油の買い付け，精油所の建設，油田及び他の燃料開
発にあてる資本を求める必要がある。
　3．以上の予測計算と調査が終れば，経済活動の力を知るため，現在のまたは将来持つであろう政府の土
地，労働力，資本を予測計算し調査することが必要となってくる。例えば，我々は3億2千万ライ余の土地
を持っているが，耕地は千百万ライである。耕地以外の土地で耕作できる土地はないのか。果樹栽培には適
さないのか。森林はどのように扱うのか，地下の鉱物資源には何があるのか。採掘して利用できるのか。次
に労働力の予測計算をしなけれどならない。人口は千百万人であるが，非労働人口である幼年者及び老齢者
5百万人を徐けば，労働人口は六百万人程度になる。王H8時間労働として，年間労働日数280日休鶏85日
とすれば，統計の年間労働巳数は王6億8千万日となる。そして，これらの全ての労働力を分類して考えねば
ならない。肉体労働力はどれくらいか。熟練労働力はどれくらいか。知的労働力，例えば技師，医者，教師
など，はどれくらいか。監督者，政府関係富吏などの管理労働力はどれくらいか。そしてまた，政府が用意
できる資本を予測計算する必要がある。例えば，富者と協力してどれくらいの借入金が期待できるのか。人
民を圧迫しない間接税とはどの程度か。
　以上のような予測計算が完了すれば，どれだけの土地，労働力，資本が利用できるのか，どれだけの付加
資本が期待できるのか，未耕地はどれぐらい利用できるのか，協同組合組織化はどのようにすれば最もよい
か，などということが明確になってくる。さらに，データから，人民の経済水準を福祉と繁栄の確保された
線まで向上させるのに要する時間を予測することも可能である。そうなれば，最終ゴールへ向っての1年当
りの前進度も，おのずから決定し得る。
　　部分的に始めるべきである：
　そして，先ずどの地方から国家経済計画を適用し，どの種の業種から始めて，徐々に広げて全国に及ぱせ
ていくかということを決定することができる。
　　熟練者（エキスパート）の養成：
　何事をするにも，細心の注意の上に秀れた予測計算がなければ，成功は非常に難しいものである。だか
ら，我々は何らかのカが不足していることがわかれば，そのカを探し求める努力をしなければならない。例
えば，ある特別なエキスパートを欠いている場合，我々は臨時的に外国人エキスパートを雇わねばならな
い。と同時に，養成計画を立てて自国のエキスパートを訓練する必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第11章　6項目綱領の実現
　経済組織を協同組合化することにより，政府が国家経済の管理統制者となることは，個人に経済活動を任
せておくよりも，人民党が言う他の目標をも，より容易に実現するものである。そのことを次に明らかにし
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てみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1節　独　　　　立
　　あ，司法の独立
　政府方針に従って，法律集成を完全にすることについては，ここでは触れる必要がない。この声明を書い
ている現在，その起草がすでに九分通り完成しているからである。
　　い，経済的独立
　政府が，食品，飲料などの生活必需品の生産に全責任を負い，個人（民間）がもはや価格を随意に上げ下
げする必要がないように，物価の変動幅を規定するならば，我々は大いに経済的独立を確保できるであろ
う。そうなけば，我々はもはや経済画で他から追害や圧追されることはない。しかし，個人（民間）の経済
活動におもきを置く経済体制が続くかぎり，我々の上に璽くのしかかっている束縛から逃れることはできな
いであろう。
　　う，政治的独立
　我々は，消費物資や生活必需品を十分生産できるようになれば，国防のための満足な武器を持つようにな
るであろう。また，我々は教員を養成し強力な教育を推進できるであろう。入民の厚生をも増進できるであ
ろう。政府が経済の管理者となることは，その他の様々な事業を推し進めるうえに便宜を与える窓口となっ
ている。
　さて，我々に戦をしかけてくる国があるだろうか。現在我々は西洋（Farang）を恐れている。その恐れ
からか，我々は何かを企てる勇気を持ち禽せていない。しかし，我々が当然の権利である我々の独立権を守
り国政にあたること，我々は外国との条約協定を尊守すること，我々は現在すでに我が国に居住する外国人
の職業を規制圧迫しないこと，我々はまた依然として貿易を続ける，すなわち我が国で生産不可能なもの例
えば機械などを外国から買い入れること，などの点を明らかにすれば，いかなる国が我々を強迫し虚待する
であろうか（そんなことはない）。もし，我々が，西洋は雰道な手段で我々を虐待するものと何となく恐れ
るならば，いかに我々が正しいことをしようとしていても，私は何もしない方がよいと思う。先程の政治変
革の際にも，その当初我々は西洋が何らかの圧力を加えはしないだろうかと心配したむきもあったが，彼ら
は何らの圧力をも加えることのない心情を持ち合せていた。彼ら西洋諸国も国際連盟の加入国である。確か
に，国際逃盟は実際には何らの用もなさない何もできない，といって非難する者もいるが，不正な圧迫や圧
力を防ぐのには少くとも役立っている。その点では以菌の連盟とは異なってきている。例えば，イギリスの
石油会社とペルシャ政府間の紛争を考えてみて欲しい。ペルシャ国は我が国と同じような領土と人口を有し
国民大部分の教育程度も同じような国である。なぜペルシャ政府はイギリスの会社に対する契約を取り消す
ことができ，なぜイギリス政府は侵略し圧力をかけなかったのか。私は，彼らが兵を挙げて戦うかわりに国
際連盟にこの事件を捷訴する徳義を持っていたからである，と考える。我々が外国を圧迫したりすること望
まず，国家の繁栄推進を望んでいる時，なぜ彼らが我々を圧迫することがあろうか（絶対にそんなことはな
い）。
　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　国内の安寧秩序の維持
　私は仏暦2471年（西暦1928年）に教員協会（Saamakjaacaan）で講演し，人々が罪を犯す原因は2つある
ことを述べた。
　1．その犯罪者自身の性格に起因する場合。
　2．窃盗などのように，経済状態に趨因する場合。政府が，十分な食料，衣料，住居を与え，人民の福祉
を保障するならば，経済状態に起因する危害は，もはや存続することはないであろう。絶えてしまうはずで
ある。犯罪の原因として残存するのは，犯罪者自身の性格に原因がある場合のみになる。この場合は，教育
訓練によってその性格をきょう正する解決方法を考えなけれぱならない。そして，教育訓練者もしくはきょ
う正者が経済的に心配がなければ，その教育訓練もしくはきょう正はより妊成果を収めるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3節　経　　　　済
　経済に関して，人民党が，蓑政府は金ての人昆に職を与え国家経済計画を立て人昆を貧困にしない，と声
・－ 36－一
明を出していることは，実現性のあることで，人民をごまかすものではない。政府が未だ何も行なっていな
いので，この点誤解している者もいる。政府が何らの試みにも着手していないのは，私の考えに従って実施
していくことに未だ固まっていないからである。私の考えに従って，政府が経済の管理統制者となり，（新
しい試み）を実施していくようになれば，すべての入民は，敢府が宮吏として雇用することにより職を与え
られるであろう。子供，病人，不具者，老齢者などは，たとえ働けなくても政府から月給を受け取る。そし
て，人民は飢えに苦しむことはない。政府が支給する月給は最も低率の場合でも，人民の需用にそうだけの
食料や衣料や住居を買うに十分であるからだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4節平　　　　等
　すべての人残に，その権利及び義務において平等が保障される。紙の上の平等ではなく，金ての人民が宮
吏（国家公務員）になるという実質的平等である。行政画の官吏であろうと，経済面の（ある工場の）宮吏
であろうと，人民は貧困からの解放において平等な権利を袴する。しかし，ある者がIOOバート持っていた
ら，それを取りあげて100人の人に1人1バ・一　Fずつ与えるというような意味での平等ではない。サヤーム
国の学者は，共産主義というものはそういうような意味の分配をするものである，と称している。我々は，
このサヤーム国の学者が言うような共産主義をいみきらうものである。我々は，財産を取り上げて，先の学
者が言うように分配するようなことはしない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5節　自　　　　由
　このことについて表面上のことしか考えない者は，即座に，全人民が政府官吏になること，及び政府麹身
が経済を管理統制することは，まさしく自由を恋うものである，と反対するであろう。確に政府が経済を管
理統制すれぱ，当然臼出を制限することになる。しかしこの自由の制限は，人民党綱領の㌶3項目である全
ての人民に福祉を与えるためである。政府はそれ以上の自由を制限することはない。人民は，身体の自由，
履住地における自由，言論の禽由，教育の麹由，結社の自由，などを享受するであろう。人民は経済的に裕
福であれば，当然身体的にも快適である。人畏は食べるものがなくても，臼由を欲するであろうか。おそら
く人民はそのような願いをしていないであろう。現在でも人民は，他人に頼って生きている社会的寄猛虫を
のぞいては，生きていくために働かなければならない。いかなる国といえども，臼由は公共の利益のために
制限されている。人民党が宣雷しているように，自由は先に述べた4項目の原則に触れないかぎり認められ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6節教　　　　育
　人民は完全な教育を受ける。政府が経済を管理統制することにより，人民が福祉を得れば，人民は自分の
財が失なわれるかどうかなどと心配することはなく，教育を受けることができる。その上，政府は窟吏であ
る人民を強制的に学習させるであろう。たとえその人民が20才～55才の大人であったとしても，憲吏となっ
た以上教育を受けなければならない。これまでのような個人が各々かってに経済活動を行なうところでは，
大人に教育を施すこと，すなわち成人教育は非常に難しい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終　　　　言
　このように政府自身の管理統制の経済体制は，人罠党が人民に対して明らかにしたところの人民党6項目
綱領を実現させるものである。すべての人民が望んでいるものは，すばらしき繁栄福祉であり，それは「理
想郷（Siiaaria）」という言葉で呼ばれるものである。　Siiaariaは全ての人民に訪れるものである。一丸と
なって人民に門戸を開くべき我々が現在なぜ人民を「劫樹（Kanlapaphryk）」のもとに導びくのに遅々とし
ているのか。人民はその本樹から実をとるであろう。この実こそが，弥勒経（Phra　Siiaan）の中の仏陀の
予言にいう幸福と繁栄の実である。この予言に従い，仏教の信奉者はだれでも，そのすばらしき幸福と繁栄
とを得んがために功得を積むのである。裁判所での誓いの言葉にも，様々な儀式の時でさえも，正直に真実
通りに供述すれば，この弥勒浄土の幸福を得るであろう，ということを引用するのである。我々は，今や幸
福の時代（Aaraja　Samai）に進む方法に着手しようとしている。しかし（残念なことに）未だに後退に後
退を重ねて，2475年以前の（暗黒の）蒔代に帰ろうとしているものもいる。
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　　　　　　　　　　Appendix　N　人民の福祉保障に関する法律（案）
TEXT：Dyan　Bunnaak，　op，　cit．，　pp．133～143．
　　　　　　　　　　　　　人民の福祉保障に関する法律（案）
　第1条　この法律は，仏暦2475年人民の福祉保障に関する法律，と称する。
　第2条　この法律は，富報に公布された日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章人民の月給と恩給
　第3条　国家経済計画の施行日から，サヤーム国籍を有しサヤーム国に居住する者はすべて，次に掲げる
等級率表に従い勅諭（Phraraatchakritsadiil〈aa）で定められた月給（Ngen　Dyan）を政府または協同組合
から支給せられる。a）
1
2
ハ
δ
4
5
o
7
’
1才未満の者，月額………・………・……・…バート
1才から5才までの者，月額………………ノx“　・一　F
6才から10才までの者，月額………………ノ・“・一ト
11才から15才までの者，月額………………ノく一ト
16才から18才までの者，月額………………バート
18才から55才までの者，月額………………ノs’一ト
55才をこえる者，月額・………………・……・バート
　第4条特殊な資格もしくは能力または特殊な体力をもつ者は，その資格・能力・体力に応じて，また行
ない得る働きの種類に応じて，次に掲げる率袈に従い，累進月給を支給せられる。b）
1級……
2
3
4
5
6
7
8
9
10
　　　　・・　　8G／f一　ト
・… 　◆・…　一・・一・　90
………・…
100
…………－
110
・…………・・
120
……………
130
・・一・。・・・・・・… 　　140
．．．．一一・・・・… 　－　150
・………一…
16G
・・一■・・・・・・・・… 　　170
11級…　◆…　曾璽・・一・・　180ノ、ミー　ト
12　　・・…　一・・・…　－　190
13　　－…　。・・一一…　　200
14　。一・・・…　一・一・220
15　・・・・・・…　。・・◆・・240
16　　・・・・・・…　一・…　　260
17　…　一・・・・・・・…　　280
18　　・一・・…　一一・・。300
19　　－・・・・・・…　。一・　320
20　　・・一・・。・・・…　－　350
21畜及　　・・一。・…　－　400／x“一ト
22　・一一・一一・・一・　450
23　　・・・・・・・…　一…　　500
24　－・一・一・一・…　　550
25　－・・一一・一・…　　600
26　・・一一一・・…　。。650
27　・・・・・…　◆…　一・700
28　　・・・・…　け…　一・800
29　　・・・・・・・・・・・…　　900
30　　…　一一・一・・　1，000
　第5条先の月給の他に，官吏である者は，各々の労働の成果に従い，賞与（Ngen　Raangwan）を別に
支給せられる。その額は，政府または協同組合がこれを定めるものとする。b♪
　第6条官吏である者で，普通率以上の月給を受ける者は，退職後において，第3条に定められたところ
の普通率以上の恩給（Bia　Bamnaan）を受けるものとする。d）
　第7条　月給及び恩給は，政府または協同組合が経済衝で利益をあげれば，それだけ増額するものとす
る。e）
　　　　　　　　　　　　　　　　　第2章　労働について
　第8条　18才以上55才以下の者はすべて，次に掲げるようにその体力，能力，資格に応じて，また性別，
年齢に癒じて割り当てられた職糎に従い宮吏となる。
　1．ある資格を持つ者は，その資格を必要とする職種に応募するものとする。ある職種に応募する者が，
その職種が必要とする人員より多い場合，試験を行ない，定められた試験に合格した者が，その癒募した職
に就けるものとする。
　2．能力については，前の資格の場合と同じように取り扱うものとする。
　3．体力について。特殊な資格または能力を持たない者は，自己の体力及びその他の能力に適した職種に
就くものとする。
　4．性別について。一般に軽労働とされているもの，例えば番人，事務員，教員，保母及び食料品販売な
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どは，男子を特に必要とする場合を除いて，女子を割り当てるよう努めるものとする。ただし，この規定
は，特殊な資格または能力を持つ女子の権利を制限するものではない。
　5．年齢について。高齢者は青壮年者より軽労働に就く。
　第9条　年齢11才からi8才までの者及び年齢55才をこえる者は，原則として何らの労働をする必要はな
い。ただし，非常時にはこの限りではない。労働力不足で経済的危機を防ぐ場合，これらの者を動員しその
力に応じて労働に就かせることができる。ただし，その労働は，過度な労働を要するものや，苦痛を強いる
ものであってはならない。例えば，労働力不足の場合の稲の収穫のための動員または作物の害虫駆除のため
の動員などである。f）
　第10条　次に掲げる者は，官吏になり労働しなければならない年齢にある場合でも，例外として労働する
必要がなく，その者の18才未満の子女は，通常の月給を受けるものとする。
1
2
3
4
ム
妊婦。9）
病人。9）
不具者。9）
大学またはその他の高等教育機関の入学選抜試験に合格し，大学またはその他の高等教育機関に在籍
する者。h》
　5．恩給を受けるに十分な宮吏歴を持つ者。
　第11条　次に掲げる者は，例外として，憲吏になる必要がない。ただし，その者自身及びその者の子女
は，その者が官吏とならない限り，月給を受ける権利がないものとする。i）
　1．自活できるだけの財産と高収入があることを証明できる者。
　2．医者，弁護士，職人（Chaang　Fli　Myy）及び著作業などの負歯業を職業とする者，並びに政府の許
可を受けて，商業，工業または農業のある種の経済活動を自分自身で行なう者。ただし，これらの者は，自
分自身で独立して專業を営んでも，自活し，その子女を養育するに十分な収入があることを証明しなければ
ならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第3章　月給の支払い方法
　第12条　政府または協同組合は，次に掲げるいずれかの方法で人民に月給を支払う。
　1．人民各々が率表に従い受け取る権利のある額を，人艮に対して貨幣（現金）で支払う。
　2．人民各々が率表に従い受け取る権利のある額を，国家銀行の小切手で支払う。そして，その者が食
料，衣料，住居または他の生治必需品を購入することにより，政府または協同組舎に対して負う負債と相殺
する。相殺後なおも政府または協同組合に貸しのある者は，その額だけ国家銀行に預金する，または政府も
しくは協問組合の公債を買う，または自由に消費に充てる権限を持つ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　外国人官吏
　第13条　政府は，外国人の特別専門家を雇う。その外国人は，契約に定められた権利を持つ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　官吏の紀律
　第14条　その職種が行政関係であれ，一般労働関係であれ，すべての富吏は，その力と能力の及ぶ限り労
働しなければならない。怠慢者は，規則の定めるところにより，減俸処分，超過労働処分またはその他の処
分を受けるものとする。
　　　　　　　仏暦．．．＿年．，．．月．．．．H
　　　　　　　御代第．．．。．．年，公示
（注）a）ここに定める普通（最低）率は，食料，衣料または住居などを買うに十分でなければならない。
　　b）この率表は，現在の封官状（Sanjaabat）による宮吏の月給等級に従い，新しく作成したものであ
　　　　る。
　　c）この賞与は，労働者がその利益の1部を受け取るもので，一般に利益分配制（Participation　au
　　　　beneflce）と呼ばれるものである。
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d）宮吏または～般労働者（竃吏）の月給は，その資格及び能力に応じて異なる。高額の月給を受けて
　いた者が，高額の恩給を受けることは，あたりまえのことである。
e）このことは当然考えられることである。政府の管理統制経済体制が好成果をあげ利益を生じること
　が，明らかになれば，例えば，肩給を25％増額することなどが可能となる。月給8Gバートの場合，
　100バートに増え，月給400バートの場合，soeバートに増える。
f）国によっては，害虫駆除を必要とする場合，入昆を動員できる法律のあるところがある。我が圏の
　場含もあり得ることである。場合によっては，稲の取り入れに機械が使用できなく，しかもそのま
　　ま放置できないとき，これらの者を動員することが考えられる。各々の力に応じて働くわけで，重
　労働になってはならない。
9）Social　Assuranceの方法により，入民の福祉を保障するに際し，これらの者も恩給を受ける。
h）これは，芸術科学の専門家を養成するためである。
i）この例外は，富者または宮吏になりたくない者が，その能力があれば，独立して自分で経済活動を
　営む機会を持つkめにある。
Appendix　W経済活動に関する法律（案）
TEXT：Dyan　Bunnaak，　pp．144～155．
　　　　　　　　　　　　　　　経済活動に関する法律（案）
　第1条　この法律は，仏暦．．．．．．年経済活動に関する法律，と称する。
　第2条　この法律は，官報に公布された日から施行する。
　第3条　国家経済計醸が施行された日から，致府は，経済活動の権限すなわちすべての鑑産活動行為を管
理する権限をもつものとする。その生産活動は，農業，工業に限らず，運輸及び販売（流通）のすべてを含
む。
　ただし，次に掲げる例のごとく，政府が，個人（民間）に対しで：十rrJを与えた経済活動の場合にっいて
は，この限りでない。
　i．現在すでに政府が，許可しているまたは営業許可証を与えているところの鉱山業，森林業及び公共事
業。・）
　2．現在すでに設立されている個人企業，個人会社。政府が，営業許可証を与えた場合に限り，その営業
を続けることができる。
　3．サヤーム国と特別友好条約を締結している国の国籍をもつ者の商店，会社。b）
　4．商業，工業または農業などの他の経済活動で，個人が営業許可を得たもの。c）ただし，その場合，
その者は，政府に対して，独立して経済活動を営むことにより生計を十分立てていくことができることを証
明しなければならない。また，国家経済に関する勅論に定められた他の条件を満たさなけれぱならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　第1章土地の買収に関してd）
　第4条　政府は，家族及び個人のための私的居住地及び個人が経済活動を営む許可を得た土地を除くあら
ゆる土地を購入する権限をもつ。
　管理者または所有者のいない朱開地および休閑地はすべて，政府の許可を褐ない眼り，何人もそれらの土
地を管理または所有することは，できない。
　第5条土地価格の決定については，地主及び政麻は各々の側から1名の委員をたて，共同で1名の決定
票をもつ委員をたてる。土地の決定価格は，仏暦2475年6月24日現在の価格を超えてはならない。
　第6条土地購入の決済は，政府が，購入価格に従って，貨幣または債券でもって，土地所有者に支払う
ものとする。その債券の利子率は，売買契約時の銀行利子率によるが，現行最高利子率の年15％を超えな
い。
　債券の所有者は，政府が定めるところの率に従い，協同組舎がその土地を利用してあげた覇益から，分配
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金を受ける権利をもつ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第2章　資本と信用に関して
　第7条政購は，次に掲げるように，経済活動を行なうための資本及び信用を確保する。
1
2
3
4
相続税。・）
（個人事業を営む者からの）所得税。
タバコ「），マッチC）または塩9）などに対する間接税。
と博競技を行ないたい醇徒は，登録し，身分証明書を受けねばならない，また希望すると博の種類に
従って，毎期登録料を支払わねばならない。h）この法律施行時に，と博競技に未熟練の者は，登録できな
い。
　身分証明書登録料を支払う他に，競技の場合には，毎國許可を受けなければならない，また毎回手数料を
支払わねばならない。
5
ρ
0
7
8
9
　第8条
一般の銀行業務を取り扱う。また，紙幣（Thanabat）発行の権限をもつ。財務省（Krast韮ang　Phrakhlang
Mahaa　Sombat）管轄下にある貨幣局（Krom　Ngentraa）を国家銀行に移管する。また，各県（Cangwat）
の財務部（Khlang）を各々の県の国家銀行支所とする。
　第9条　國家銀行は，その資金力に応じて，政府に対して，その要求に従い，資金を貸し与えねばならな
いo
　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　国家経済計藤に関して1）
　第10条　委員会を設け，国家経済計画を作成する義務を負わす。この委員会は，農業，工業などの生産，
運輸，交通などの流通，人民の住居の建設，協同組合の分類組織化などを決定する。
　第11条　この国家経済計爾は，毎年の政府の事業予定を明らかにするものでなければならない。また，毎
遇その袈業の成果を一般に知らせるものとする。
　第12条　この国家経済計画施行中に，予定通りの資本，労働力が得られないとき，または予定以上の資
本，労働力が得られたときのように，計麺変更の必要がある場合，国家経済計画委員会の委員は，会合を開
きその計画に変更修正を行なう。また，その結果を一般に知らせるものとする。
　第13条　この国家経済計孤をある地城に施行する場合，段階的に実施し，土地，資本～行政宮吏，～般労
働者及び特殊専門家がどの程度満たされているのか十分に説明するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　個人の権利
　第14条　すべて個人は，求め得た動藍の所有権をもつ。
　第王5条　商業的に価値のあるものを発明した者は，そのものの特許権（仏，Brevet　d’Invention）をもっ。
その着が，自分自身でそのものを生巌するかまたは政府と共同して生産するかは，その者の望むところによ
る。
　　　　　　　　仏暦．．．．．．年．．．．．．月．．．．．．日公示
王国内の富者を引き受け人とする債券の発行i㌔政府は，工場または他の財産を担保とする。
富くじの発行。j）
国家銀行からの借り入れ。k）
外国からの借款。
外国の機械販売会社との分割払い条件による信用取り引き。
　　　　　　　　　　　　　　　第3章　国家銀行に関して
　　政府は，政府の準備金及び民間からの借り入れ金をもとに，麟家銀行を設立する。国家銀行は，
（注）a）これは，個人で経済活動を行ない生計をたて得る者に対して，大きな影響を及ばせないためであ
　　　　る。
　　b）これは，外国人に対して影響を与えないためである。
　　c）政府の雇用人，すなわち官吏になるのがきらいで，嵐分で事業を行なおうとする者にチャンスを与
　　　　えるためである。
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d）土地の強制買収は，道路または鉄道建設などで，既に行なわれている。しかし，現在は，政府が放
　　置しておけば人民にとって害となる公共的性格の強い道路または鉄道などに限られている。
e）この相続税は，富者に対するねたみから，考えられたものではない。原則として，富者は金銭を貯
　えている。その金銭は，人民の努力に依って，間接または直接に貯えたものである。相続税の微税
　率の決定に際しては，大富豪の場合特別付加税（Super　Tax）を徴収すべきであり，申流階級の者
　　の場合はより少額の相続税を課すべきである。これも富者に不当な影響を与えないためである。
f）タバコ税及びマッチ税は，1870年フランスの国庫収入を増やし，ドイツに対する借款の返済をすみ
　　やかに終わらせた。そして，フランの地位が向上したのも，この種の税のためである。我々の国で
　喫煙者を仮りに百万入とし，毎臼1人1バート（あまり負担に感じない程度）の間接税を徴収する
　　とすれば，年間3百万バート以上の歳入となる。しかし，タバコ税の場合タバコ事業を独占する必
　要があり，そのためには諸外国との条約を改訂調整しなければならない。従って，輸入外国タバコ
　　と不利にならないように留意し，タバコ販売店から税を徴収することになろう。
9）塩の場合も，間接税を課することができる。政府が，塩の生産者から，定められた価格で買い入
　　れ，販売は政府自身で行ない，専売とする。もし政府が毎日1／10サターンを人民から徴収するとす
　　れば，年間3百万バート以上の歳入となるであろう。
h）現在と博を行なっている博徒に，と博行為を禁止することで，止めさせることは，不蔑能である。
　必ずや，隠れて行なうからである。従って，現在は未だと博をしらない者が，これから先行なうよ
　　うになるのを防ぐべきである。一方，既にと博を知っている者に対しては，アヘン患者と同じよう
　　に登録義務を負わせる。そして，手数料を毎期徴収するものとする。1期1バートとし，1年を5
　期に分ける。例えば，と博人口を百万人とすれば，年弼の身分証明書登録料からあがる歳入は，5
　百万バートに達する。さらに，競技の度に手数料を徴収する。ひとつの村（Tambon）に1B2競
　　　　　　　　　　の
　技以上のと博競技が開かれるとすれば，全国の村の数が5千ケ村として，1万競投の許可願いが予
　測される。もしも許可手数料を1競技5バートとすれば，1日5万バート，王年に約1千8百万バ
　　ートの歳入が期待できる。と博競技の時間は，労働時間に食い込まないように，薪しく決め直すべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　きである。これまで，と博競技時聞は，正午から午前2時までが許されていたが，これは不適当で
　　あり，午後4時から午後10時までに改めるべきであろう。その時間を除いては，と博競技を禁止し
　　て，労働時間とし，経済的時間的mスを出してはならない。
　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ゆ
　　そして，この種のと博を徐々に制限して，少なくしていかねばならない。また，後々の者がと博に
　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　の
　　走らないようにすべきである。と博は好ましいものではないからである。
i）このことでは，我々は富者と協力しなければならない。決して富者を虐待するものではない。
1）富くじまたは宝くじというものは，投機的なもので一種のと博行為である。しかし，その危険率は
　小さい。例えば，1回百万バートの富くじを1年に30回行なうとしても，人民1人当たりが負う危
　　険率は1回につき約20～50サターンである。
　　　この富くじの発行について，サヤーム人のある者は，と博行為であると非難されるのを恐れてい
　　る。しかし，フランスの場合をみてみればよい。世界大戦後の復興の資金確保のためにフランスが
　発行した国債（National　Credlt）は，憲くじに似たものであった。イギリスにも，競馬場があり，
　　イギリス人は競馬好きで，そこからあがる政府収入はばく大なものである。我々はそこまでするっ
　　もりはない。我々は，ただ人民が少ない危険で多額の富を得られるような富くじをしようというだ
　　けである。
k）国家銀行は政府に多大の援助をなし得る。諸県の財務部に眠っている税金を回転させることもでき
　　る。また，官吏が預けた月給以外のものも，回転できる。更に，政府が国家銀行から借り出す方法
　　は多く考えられる。
1）また，行政，敢治制度も，国家経済計圃に準じて考えられねばならない。
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